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井上 隆秀 カリフォルニア⼤学CITRIS特別研究顧問
査 紅彬 北京⼤学信息科学技術学院智能科学系教授
⾼岡 忠雄 カンタベリー⼤学教授
⻑井 潔 MRC分⼦⽣物学研究所グループリーダー
⻄岡 郁夫 株式会社イノベーション研究所代表取締役社⻑

丸の内⻄岡塾塾⻑
(敬称略で失礼します）

プログラムアドバイザリ委員会：ご参加に感謝!!

委員の皆様には、超ご多忙のところを
プログラムアドバイザリ委員会に
ご参加いただきまして
⼼より御礼申し上げます。
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まず、はじめに…

⽂部科学省
博⼠課程教育リーディングプログラムとは？
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学位プログラムの概要
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しかし、
何かかが⾜りない

1960年からの半世紀の間に、

ここ50年間で速度や燃費が
数倍に向上したに過ぎない

交通機関

ついて⾏くのが
⼤変だ〜！

価格性能⽐で
1兆倍以上の変化!

●価格：
10万分の1程度

●性能指標：
100億倍

情報通信技術

このような急激な変化を起こした
産業は、他に類を⾒ない

情報通信技術の
急速な発展・・・

それって
ホントに幸せ？
何かおかしい…

10,000,000,000,000,000
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⽂部科学省における複合領域「情報」のテーマ設定の考え⽅

国や地域、時間の垣根を超えて
ネットワークでつながる豊かで便利な
社会を⽬指し、脳・認知科学や
シミュレーション科学の推進などにより、
パラダイムシフトを創起し、
⽣活、⽂化、社会の発展や
新産業・サービスの創造につなげる

国や地域、時間の垣根を超えて
ネットワークでつながる豊かで便利な
社会を⽬指し、脳・認知科学や
シミュレーション科学の推進などにより、
パラダイムシフトを創起し、
⽣活、⽂化、社会の発展や
新産業・サービスの創造につなげる

⽂部科学省⾼等教育局：「博⼠課
程教育リーディングプログラムの
事業スキーム」（資料5-1）にお
ける複合領域「情報」のテーマ設定
の考え⽅ (平成23年6⽉6⽇開催)
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本学位プログラムにおける⼈材育成⽬標
現代社会は、⼈とともに、輸送、経済⾏為もが従来にないスピードで
相互につながり、影響を及ぼし合う複雑⼤規模ネットワーク社会

●予測困難な災害時のインフラシステムの破壊
●⼤規模情報通信にかかるエネルギー問題

複雑化する
情報システムの問題

それに適応できない
⼈間、⼈間社会の問題

●従来からの視点での社会環境構築の限界
●超⾼齢化社会のコミュニケーションの在り⽅

情報社会における予測困難な課題が次々に⽣じている

⽣命システムなどが持つ仕組み（柔軟性、頑強性、持続発展性）を
有し、⼈間・環境に調和した情報社会を構築するための「情報ダイ
ナミクス」を扱う技術

社会的
要請

激変する情報社会で⽣起
する問題に対応できる情
報技術としてのヒューマ
ンウェアの確⽴が必要

⼈材育成
⽬標

⽣命そのものや脳における認知のダイナミク
スの理解のもとに情報のダイナミクスとその
制御の仕⽅を基本から考え直し、複雑化する
情報社会の問題を解決するヒューマンウェア
を実現できる⼈材を養成

ヒューマンウェア
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社会ネットワーク社会ネットワーク

環境変化に調和する
共⽣系ダイナミクス

共⽣

1ワットで数⼗兆個のシナプス
結合を制御するヒトの脳

認知脳

1ピコワットで3万の
遺伝⼦の組合せを制御

複雑化による⼈間と⼈間、
⼈間と環境・機械との
不調和

社会

膨⼤な電⼒消費
情報氾濫による機械と
⼈間との不調和

コンピュータ
ネットワーク

予測不可能な社会変化に
追いつかない機械の制御

⽣ 態 系⽣ 態 系

⼤規模情報ネットワーク⼤規模情報ネットワーク神経細胞ネットワーク神経細胞ネットワーク

コンピュータ・
ロボットシステム
コンピュータ・

ロボットシステム
遺伝情報発現制御

ネットワーク
遺伝情報発現制御

ネットワーク
遺伝⼦ ソースコード

柔軟性

持続発展性

頑強性と柔軟性

こうした⽣物の柔軟性、頑強性、持続発展性をもち、⼈間や環境と調和した情報社会を
実現する情報ダイナミクスが「ヒューマンウェア」

⽣
命

情
報

⽣命システムと情報システム
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ヒューマンウェアがイノベーションの⽅向を変える

⼈間や環境に
負担をかける
発展不能で
複雑なシステム

イノベーションの
⽅向を変える

複雑なシステム
を少ないエネル
ギーで制御

柔軟性 頑強性
持続発展性 新たな視点でイノベーションの⽅向性を転換し、

絶えず変化する社会環境を⽀えるために、複雑で
ありながらも、柔軟性、頑強性、持続発展性を有
するシステムを構築できる博⼠⼈材の育成
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従来の博⼠⼈材

専⾨分野A

専⾨型博⼠

境界の決まった
専⾨分野における博⼠

主とする専⾨領域を基
盤として、その専⾨性
を別の領域でも活かし
ながら、別領域との関
連づけができる博⼠

本学位プログラムで⽬指す⼈材像

境界領域型博⼠(⼀⽅向性)

専
⾨
分
野
Ｂ

専
⾨
分
野
Ｂ

専
⾨
分
野
Ａ

専
⾨
分
野
Ａ

境界が明確でない激変する社会情勢に
適応し活躍する博⼠⼈材を育成
研 究 機 関 新たな研究領域を開拓する
企業・官庁

専⾨分野A

専⾨分野Ｂ 専⾨分野C

認知・脳

予測困難な問題に対処し、
イノベーションの⽅向を変える

ネットワーキング型博⼠（双⽅向性）

情報、⽣命、認知・脳科学
の3領域を対象として
相互のダイナミクスを
共通的に捉えることが
できる⼈材
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ネットワーキング型博⼠⼈材の活躍の「場」

グローバル化する多様な社会が求める
⼈間を中⼼とした情報通信技術の構築1

低エネルギー情報社会の構築2
災害時にも⾃律復旧が可能な情報ネットワークの構築3

世代や⽴場を超えた⼈間同⼠のコミュニケーションや
コミュニティ形成を促進する情報技術開発4

⼈間とロボットが共⽣する⾼度な福祉社会の実現5

イノベーションの⽅
向性を⼤きく転換す
ることに貢献するこ
とが可能

OECDの調査などで、⽇本の情報通信分
野の国際競争⼒が世界20位程度に低迷し
ているのは、ユーザの視点に⽴ったイノ
ベーションが実現できてないことが要因

イノベーションは、⾰新的なサ
イエンスとテクノロジーのみで
起こるという錯覚

ユーザ

イメージング技術：
科学的な⼿法による
ユーザ理解

⼈間（ユーザ）を中
⼼とした「もの・シ
ステム」づくりの変
⾰を促す⼈材

アンケートによる
ユーザ嗜好把握

サイエンス・テクノロジー
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本学位プログラムの構成と特徴（1）
特
徴 1

情報・⽣体・認知ダイナミクスの知識を持ち
⼈に親和性の⾼いシステムを実現できる
ヒューマンウェア研究者・技術者の育成

情
報
科
学

研
究
科

基
礎
⼯
学

研
究
科

⽣
命
機
能

研
究
科

博⼠前期
課程⼊試

５年⼀貫制
博⼠課程⼊試

博⼠前期
課程⼊試

情報科学

ロボット⼯学
認知科学

分⼦⽣物学
脳科学

博⼠後期
課程⼊試

博⼠後期
課程⼊試

グローバル
COE

グローバル
COE

グローバル
COE

修⼠論⽂

中間考査
（修⼠論⽂）

修⼠論⽂

博⼠論⽂

博⼠論⽂

博⼠論⽂

アンビエント情報社会基盤創成拠点

⾼次⽣命機能システムのダイナミクス

認知脳理解に基づく未来⼯学創成

専⾨的コースワーク
ITスペシャリスト

優れた三つのグローバルCOEプログラムを推進した研究科の集結
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イノベーション創出の
メカニズムを企業と共有

海外研究機関との連携と
優れた留学⽣の受け⼊れ

世界的研究を先導する
研究機関と密な連携

本学位プログラムの構成と特徴（2）

海外連携
研究機関

特徴

2
特徴

3
特徴

4

海外からの
優れた留学⽣
の受け⼊れ

連携
企業

脳情報通信融合
研究センター

⽣命システム
センター

IT産学連携
フォーラム

OACIS
などの活動で

連携関係を活⽤

情報・⽣体・認知ダイナミクスの知識を持ち
⼈に親和性の⾼いシステムを実現できる
ヒューマンウェア研究者・技術者の育成
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H25年3⽉完成

脳計測・
基盤技術
脳計測・
基盤技術
脳計測・
基盤技術

BMI
脳－機械

インタフェース

BFI
脳機能をネット

ワーク制御に応⽤

HHS
知る、知らせる
の仕組み解明

デザイン
分⼦、細胞

ネットワークの
再構築

先端計測
遺伝⼦から細胞まで
ネットワークの計測

計算
モデリング、

シミュレーション

⼤阪⼤学
吹⽥キャンパス

基礎⼯学研究科

 本学キャンパス内に新センターCiNetとQBiC（ともに150名規模）を既に⽴ち上げ、
3研究科で複雑ネットワークに関する融合研究やプロジェクト研究を開始している

 これら2センターを活⽤し、世界トップレベルの研究環境での博⼠⼈材育成を⽬指す

情報科学研究科
⽣命機能研究科

世界をリードする⼆つの研究センターが求める⼈材像と合致

BFI: Brain-Function installed Information Network
BMI: Brain-Machine Interface Technology
HHS: Heart to Heart Science

脳情報通信融合
研究センター

⽣命システムセンター
情報通信研究機構

理化学研究所
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カリキュラム実施の基本計画

⻫同：⾃他との融合を⽰す
荘⼦の思想を語源とする

（内）は
単位数
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本格実施のための
準備・試⾏

教育設備の充実

特任教員、事務補佐員の
募集・採⽤

Preliminary-QE

Research-QE

企業・研究機関
インターンシップ

学位審査

海外武者修⾏

留学⽣受⼊説明会

学⽣選抜

本学位プログラムの年度実施計画

24 25 26 27 28 29 30
年度

20 40 60 80 100 100
在籍学⽣数

準備期間

準備期間
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第⼀期⽣の選抜
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プログラムの周知: ⼤阪⼤学未来戦略シンポジウムの開催
⽇時：2013年1⽉29⽇（⽕）13:00-17:10 場所：千⾥阪急ホテル（仙寿の間）

相本三郎(⼤阪⼤学理事・副学⻑)

Humanware Innovation Program：その魅⼒および⽬指すところ
⻄尾 章治郎（プログラムコーディネーター）

Humanware Innovation Program：⼊学者選抜⽅法、教育課程など
清⽔ 浩（企画運営委員会幹事）

若⼿研究者からの融合領域研究への誘い
細⽥ ⼀史（情報科学研究科特任助教）

熊⾕信昭
(ATR所⻑，阪⼤名誉教授）

藤⽥喜久雄
(⼯学研究科教授，第⼀部⾨⻑)

⼟井美和⼦
(東芝研究開発センター⾸席技監)

柳⽥敏雄
(CiNet・QBiCセンター⻑)

井上克郎
(プログラム責任者，研究科⻑)

当⽇参加⼈数 348
●⼤阪⼤学学⽣：200（4年⽣約120） ●他⼤学⽣：8 ●阪⼤教職

員：115
●企業：14 ●官庁・⾏政機関等：7 ●その他： 4

毎⽇新聞
(平成24年2⽉14⽇朝刊)

開会の挨拶

産業界からの期待

基調講演

CiNet，QBiCとの連携

リーディングプログラム紹介

閉会の挨拶
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プログラムの周知: 東京でのシンポジウムの共催
脳情報通信融合研究シンポジウム

⽇時：2013年6⽉10⽇（⽉）13:00-18:00 場所：東京国際フォーラム（ホールB5）

13:00 開会
13:10 脳情報通信融合研究センターについて

柳⽥敏雄（CiNetセンター⻑、ヒューマンウェアプログラム担当者）
13:35 ４領域研究紹介

HHS 藤⽥⼀郎（CiNet/⼤阪⼤学、プログラム担当者）
BFI 若宮直紀（CiNet/⼤阪⼤学、プログラム担当者）
BMI 鈴⽊隆⽂（CiNet/NICT）
計測基盤 劉国相（CiNet/NICT）

14:35 招待特別講演「想像⼒の起源を求めて」宮下保司（東京⼤学）
特別講演「脳を活かして脳の限界に挑む」池⾕裕⼆（東京⼤学/CiNet）

15:35 ポスターセッション
16:00 パネルディスカッション「脳科学で拓く次世代情報通信」

柳⽥敏雄、宮下保司、池⾕裕⼆、⼩川誠⼆、川⼈光男、安藤広志、⽥中啓治、
村⽥正幸（プログラム担当者）、⻄尾章治郎（プログラムコーディネーター）

17:30 閉会

⼀般（主婦や⾼校⽣など）を含む
357名が参加
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アドミッションポリシーと履修学⽣の選抜

アドミッションポリシー

求める学⽣

選抜⽅法

 激変する情報化社会で⽣起する様々な問題に対応できる、情報技術としての
ヒューマンウェアを実現できる⼈材の養成

 ⾃ら課題を設定し、グループを牽引して問題を解決できるリーダーの育成

情報科学、⽣命科学、認知・脳科学の理解を深め、これらの融合分野で活躍する
意欲を持つ者

基礎学⼒、書⾯審査による課題設定・解決能⼒、
⾯談によるコミュニケーション能⼒を総合的に
判断し、選抜

奨励⾦



2121

本学位プログラム第⼀期選抜試験

情報科学
研究科

⽣命機能
研究科

基礎⼯学
研究科 総数

出願者数（願書受付2/26〜3/1） 16 16 9 41
書類選考合格者数（3/8発表） 15 13 9 37
選抜試験合格者数（3/18実施，3/22発表） 11 10 7 28

東京⼤学教養学部
筑波⼤学⽣命環境学群
奈良⼯業⾼等専⾨学校専攻科 など

タイ チュラロンコン⼤学
コンピューター⼯学科

オーストラリア シドニー⼤学
⽣物⽣化学学科

中国 北京航空航天⼤学
エネルギー動⼒⼯学学部 など

4⽉5⽇(⾦) 10:00〜 履修説明会
情報科学研究科A110

学内5プログラムで
最⼤の出願者数!!

学内5プログラムで
最⼤の出願者数!!

合格者の内訳の特徴

他⼤学
出⾝者
11名

留学⽣
6名
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プログラムの実施状況
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受け⼊れた第⼀期⽣との懇親を深める諸活動

●学⽣間、学⽣・教員間の懇談
●学⽣のアイデア・意⾒収集

懇談会の開催懇談会の開催 平成25年5⽉22⽇
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学⽣アドバイザリ委員会およびメンター制度

学⽣アドバイザリ委員会

学⽣ごとに、所属専攻教員、他研究科教員1名、
⼤学外メンバー1名を含む数名で構成。
多様な観点から融合領域研究、専⾨研究へのア

ドバイスを与える。
年2回開催（平成25年度は9⽉、2⽉に実施）。

メンター制度

学⽣ごとに、本プログラムの教員あるいは博⼠
後期課程学⽣が務める。
⽇頃の研究活動、学習、進路など、研究分野の

専⾨性を超えた相談役を務める。
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学修環境整備：本学位プログラムのベースキャンプの構築
情報科学研究科の第2期棟（情報系先端融

合科学研究棟）の設計において、今回のよ
うなプログラムを将来推進することを前
提に設計をして、最近、竣⼯している

⻫同熟議の
コアスペース

分野融合のための徹底した議論の
ハブ的スペース

本学位プログラムでのパワーブレッ
クファストミーティング、パワーラ
ンチミーティングなども企画
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学修環境整備：融合領域でリーダーシップを育む環境

本学位プログラムで準備されたさまざまなコー
スワークをプログラム履修⽣が円滑に実践でき
るよう学修環境を整備
本学位プログラム担当者や特任教員が先導する
各種事業の試⾏や、プログラム履修⽣が利⽤

分野融合のための徹底した議論を促進
するセミナールーム環境

 3研究科および国内外の連携機関をオ
ンライン接続するマルチメディア通信
環境

情報・⽣体・認知のダイナミクスを融
合した⻫同塾議を実施するラボ設備



2727

●リーダー⼈材育成プログラムの徹底
●融合研究課題の提案

──総計20課題の提案があった。
●全体討論──融合研究を通じたリーダー⼈材育成

に関する議論を⾏った。

⻫同熟議のコースワークの準備
平成25年5⽉2⽇

⻫同熟議に関する試⾏（教員サイド）
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第⼀期⽣の活発な履修状況

平成25年7⽉29⽇〜31⽇ 若⼿合宿研究交流会
国際的な視野に⽴って、異分野の学⽣と意⾒交換

平成25年8⽉1,2,5⽇ 海外からの留学⽣とのディベート
亜・欧・南⽶出⾝の⼤学院⽣、ポスドクとのディベートを
通して、英語コミュニケーション能⼒を強化

平成25年8⽉1,5⽇、9⽉24⽇ 価値創造ライティング集中講義
メーカーやIT系ベンチャーなど、職種、規模の異なる企業を訪問、
インタビューを実施し、専⾨外の⼈に向けた記事を執筆、発表

研究室ローテーション
履修⽣が互いの研究室を訪問し、異なる専⾨分野での研究活動を実践的に体験
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外部講師による講演、セミナー

平成25年7⽉3⽇特別講演
マイクロソフト リサーチ アジア（MSRA）主席研究員辻井潤⼀⽒
「世界で活躍するために⼤切なこと」

平成25年9⽉3⽇特別セミナー
アマゾン・ドット・コム本社橋本幸司⽒
「グローバル社会における国際キャリア構築」

ヒューマンウェア領域コア科⽬
「ヒューマンウェアイノベーション創出論」

融合領域におけるイノベーション、研究・開発の戦略、プロ
ジェクトの企画・⽴案などに関するセミナー

11⽉ 8⽇ 吉⽥ 浄 ⽒（⽇本科学技術振興財団）
11⽉22⽇ 井⼝ 哲也 ⽒（⽇本経済新聞）
11⽉29⽇ 橋本 信 ⽒（⽇⽴製作所）
12⽉ 6⽇ 佐々⽊ 久衛 ⽒、⼩林 和彦 ⽒（東レ）
12⽉13⽇ ⻲井 修 ⽒（国⽴科学博物館）

1⽉24⽇ 渡辺 博史 ⽒（国際協⼒銀⾏）
1⽉31⽇ 末吉 亙 ⽒（潮⾒坂綜合法律事務所）
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サマーキャンプ2013 （平成25年9⽉29⽇-30⽇）

●HWIP特任教員による融合研究講義

●2⽇間の融合研究発案ディスカッション4件のプラン発案
•「細胞間コミュニケーションを模倣したグループWeb検索における動的意⾒集約の検討」

•「共同タスクにおいて情報伝達エラーを最⼩にする⽅法の探究」

•「ゆらぎ⽅程式を応⽤した、グループ内意思決定における構成メンバーの⼒関係のシミュレート」

•「エイの筋⾻格構造を模した海底清掃ロボットの開発」
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沖縄合宿 （平成25年12⽉18⽇-21⽇）

●履修⽣の各⾃の研究紹介と議論

●融合研究の可能性を模索するブレインストーミング

●履修⽣同⼠での４⽇間の濃密な融合研究ディスカッション
•4件の融合研究プランの策定

●研究プランの発表と相互討議
•研ぎ澄まされた融合研究意識に基づく伸びやかで活発な議論

●沖縄美ら海⽔族館のバックヤード⾒学
•社会や地域との関わりも意識した実践的研究の理解

●沖縄科学技術⼤学院⼤学（OIST）訪問
•国際的最先端研究教育環境の体感と⼈的交流
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博⼠課程教育リーディングプログラムフォーラム2013

• 博⼠課程教育リーディグプロ
グラムの全国の参画機関・メ
ンバーが⼀堂に会する第２回
のフォーラムを⼤阪⼤学の主
催のもと、「うめきた」のナ
レッジキャピタルで開催

基調講演
柘植 綾夫 ⽒（⽇本⼯学会会⻑）
「新たな社会を創造するイノベーター像について

〜⽇本社会の再⽣に向けた博⼠⼈材への期待〜」

主催：⼤阪⼤学、企画運営：⼤阪⼤学未来戦略機構

履修⽣がチームを組み、社会の課題に対する優れたビジョン
と解決策を考え、それをお互いに戦わせることで、リーディ
ングプログラムで培った真の実⼒を試す

全国のプログラム担当者が、教育
⽅法，産官学連携、国際連携、選
抜などの６つの個別課題について
情報共有、意⾒交換を⾏い、より

よいプログラム作りに活かす
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フォーラム2013に対する積極的な参加

●近未来に⽣じてくる問題を予想し、それを解決する新しい技術を提案

●履修⽣が単独もしくは共同で4チームを組んでエントリー
•「遺伝⼦格差を解消するための教育システム」（当プログラム単独提案）
•「⾃然調和型『⽔』インフラ」（京都⼤学「思修館」、⼤阪⼤学「超域イノベーション」との共同提案）
•「⽣涯楽終」（⼤阪⼤学「⽣体統御ネットワーク」との共同提案）
•「NO MORE DOCTOR!!」（⼤阪⼤学「カデットプログラム」との共同提案）

学⽣フォーラム・ネクストビジョナリー
「イノベーションで魅せろ」にHWIP履修⽣が参加
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海外インターンシップ・海外武者修⾏の準備

UCSD

University of CanterburyQueensland University of
Technology

NTU, Singapore

USM, Malaysia

University of
Oxford

Bauhaus
University

IMEC, Belgium

海外連携機関における武者修⾏、
あるいはインターンシップ：短期（1.5ヶ⽉）、⻑期(3ヶ⽉）
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イギリス マンチェスター⼤学訪問

渡航期間：2/26〜3/4
参加者：教員4名、履修⽣6名
訪問先：University of Manchester, Institute 

of Innovation Research（MIoIR）

連携関係の構築
海外合宿の試⾏

海外インターンシップの相互受⼊、海外合宿（学⽣ワークショップやイノベーション講座受講）など、
今後の協⼒、連携の⽅法について打ち合わせを⾏い、具体的な検討を進めていくことを決定

相互の取り組み紹介
マンチェスター⼤学、MIoIRにおける博⼠⼈材育成と
本プログラムにおける教育、海外連携に関する情報交換

学⽣ワークショップ
MIoIRの学⽣4名と本プログラム履修⽣6名による相互プレゼン
テーション
イノベーションに関するディスカッション
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産学連携による⼈材育成
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産業界（企業）からのプログラム担当者との連携活動

⼤阪⼤学未来戦略シンポジウム（平成25年1⽉29⽇）における連携
①産業界代表として、⼟井美和⼦⽒（（株）東芝研究開発センター⾸席技

監）が講演
②産学官連携による新たな価値創造の必要性について議論

平成25年度第１回参画企業との連絡協議会（平成25年6⽉24⽇）

①企業のプログラム担当者から、特に、企業で活躍する卓越したリー
ダー像が提⽰され、そのようなリーダーを育成するためのプログラム
内容の議論を通じて、育成すべき⼈材像を産学で共有 （次⾴参照）

②プログラム内容の議論をもとに、以下の企画の実現に向けて、今後さ
まざまな検討・調整を実施
学⽣アドバイザリ委員会への参画
「イノベーション実践演習」の内容についての議論
インターンシップの実施形態、⽅法についての議論

(事業部、海外オフショア地等も考慮すべき）

平成26年度からプログラム担当者の追加（企業との連携強化）
①荒尾 眞樹（オムロン株式会社 執⾏役員常務 技術・知財本部⻑）
②⾅井 誠⼆（株式会社 堀場製作所 理事 開発本部 アプリケーション

開発センター⻑）
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物事の考え⽅、進め⽅、⾏動・意識を変⾰する「価値創造型のイノベーション」を実⾏する
⼈材が重要（参画企業との連絡協議会提出資料より抜粋）

How重視
プロセス改善型
マネージャー型

What重視
顧客価値創造型

イノベーションリーダー型

「バックキャスティング」による将来の
社会課題から価値を予⾒し創造

何とかする、やり切る、
改良・改善の積み重ね

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
造
す
る

リ
ー
ダ
ー
像

社会的貢献に関する理念を持つ
⽮⾯に⽴つ⼒
コミュニケーション能⼒：
「場の空気を読んで変える」
適切な⽬標を⾒極められる⼒

ブレークダウン
すると

本学位プログラムが⽬指すイノベーション⼈材像

基礎⼒

前に踏み出す⼒、「考え抜く⼒」、「チームで働く⼒」

スキル
専⾨技術：⾃分の核となる専⾨技術
挑戦マインド：異分野融合、社外連携をまとめる

幅広い教養と挑戦意欲
プロセススキル：課題設定から解決までのスキル
個性
よい意味での⾃⼰主張、アイデンティティ
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採択時留意事項への対応の鍵となる講義カリキュラム

ヒューマンウェアイノベーション創出論(1年次)

担当教員 吉⽥浄(⽇本科学技術振興財団：10機関に及ぶ企業等からの講師による講義企画。講
師には柘植綾夫・元総合科学技術会議議員等)、学内から⼤⽵⽂雄(社会経済研究所)他

講義内容
さまざまな業種での融合領域における研究・開発の戦略、プロジェクトの企画・⽴案、
プロジェクト運営・実施、プロジェクト成果の産業技術化に関する事例を紹介し、講
師と学⽣で事例についての議論を深める。この講義により、ヒューマンウェア融合領
域での研究・開発を推進するために必要な基礎知識を涵養する。

イノベーション実践演習(3年次)

担当教員 森岡澄夫(NEC)、串間和彦(NTT)、⼟井美和⼦(東芝)、中俊弥(パナソニック)、
⾚津雅晴(⽇⽴製作所) 、辻井潤⼀(マイクロソフト)他

講義内容
融合領域における研究・開発の戦略、プロジェクトの企画・⽴案、プロジェクト運
営・実施、プロジェクト成果の産業技術化に関するOJT科⽬。企業の視点での複合領
域プロジェクトの実践演習、異なる専⾨領域の学⽣からなるグループ演習を実施し、
異なる専⾨領域の研究者との議論や融合研究に必要な実践⼒を涵養する。



4040

プログラムの質の保証
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専⾨知識

マインドスキル

GPI能⼒ 視点（例）

デザイン⼒
専⾨分野の突出した知識、スキル
境界・融合分野の知⾒
研究に対する⾼いモラルと意欲

マネジメント⼒
連携研究の推進
提案型研究企画の推進
会議、ワークショップ等での推進役

コミュニケーション⼒
英会話能⼒評価（TOEIC）
国際会議等での推進役
海外インターシップ参加

⽬的

 質保証を⾏う
 定量的評価によって⽬標達成度を測る
 GPIが⾝につけるべきスキル体系の構築と

GPIスキル診断システムの開発
 GPI育成のためのグローバルCOEプログラ

ムにおける教育プログラムの効果の評価

実施要領

 国内外の現状の調査
• GPIスキルに対するニーズ、IT⼈材のス
キル体系

 GPIスキル体系の構築とGPIスキル診断シ
ステムの開発

特徴
・

⼯夫

 GPI像を踏まえたスキル体系を構築し、
GPIスキル標準の確⽴を⽬指す
• 従来のITスキル体系では不⼗分

 GPIスキル診断のフィードバックで、個⼈
に応じた効果的な養成を可能にする

 我が国が今後必要とする研究開発⼈材とも
合致することから、⽇本電信電話株式会社
と共同で推進

実施内容

 国内外のスキル体系のGPI適合性評価
 GPI⼈材像の調査とスキル体系の構築
 学⽣に対する試⾏と企業研究者との熟達度

⽐較
 WebによるGPIスキル診断システムの制作

実施成果
と課題

 学⽣による達成⽬標設定、スキル向上のた
めの取組み計画策定に有効

 学⽣の熟達度向上の実証となる（教育プロ
グラムの効果の評価）

 今後の課題：他⼤学、企業への展開

⽶国では、Professional Development for Ph.D. Students

GPI：Global Principle Investigator

GPI養成計画
デザイン⼒

コミュニケーション⼒
マネージメント⼒

グローバルに活躍するリーダーとなるための
独⾃の評価システムを構築



4242

Webによる評価の⼊⼒
学⽣評価の可視化（レーダーチャート、成⻑グラフ）
分析のための統計データの可視化 など

学⽣評価のレーダーチャート（学⽣⽤、評価教員⽤）

平成25年からプログラム履修⽣の⾃⼰診断を実施

GPIスキル標準策定と評価システム開発および
⾃⼰診断の実施

専攻別分析グラフ（システム管理者⽤）
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⻫同熟議の実質化への活動
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融合研究課題の設定（平成25年度発⾜）

1 突然変異の数理モデルとシミュレーション実験（学⽣主導型）
2 Simple cell growth model （同上）
3 ⽣命システムの⾼次機能の理解と制御 （同上）
4 持続発展可能な⽣命・情報システムの原理抽出
5 ⾼度好熱菌のシステム解析
6 ⽣物由来の素材で実現する新しいセンサネットワークに関する萌芽研究
7 細胞内カルシウムの光操作による神経活動の⼈為制御⼿法の確⽴
8 染⾊体分配異常時における中枢代謝のシステム解析
9 ⽣命体のロバスト性の解明と情報ネットワークへの応⽤

10 情報通信マルチエージェントシステムの⾃⼰組織化
11 情報通信ネットワークの制御系設計
12 ⽣命感を感じさせるロボットシステムのミニマルデザイン
13 抱擁型コミュニケーションデバイスの⼯学的⼼理研究
14 ⽣体システムを模倣した多⾃由度ロボットシステムの調和的な制御
15 アンドロイドを⽤いた⾃閉症患者の社会的応答に関する研究
16 ⽣体シミュレーションにおける⼤規模計算と⼤規模可視化の融合
17 進化計算に基づく筋⾻格構造発⽣課程の解明
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DNA塩基
配列情報

遺伝子発現

代謝物質

持続発展可能な⽣命・情報システムの原理抽出

捕食者

分解者

生産者
（光合成）

エネルギー(h)

⽣態系ネットワーク

様々な実験⽣態系の
構築と測定、数理モ
デルの構築を⾏う。

仮想情報社会
ネットワーク

⽣体内分⼦
ネットワーク

インプット

アウトプット

内部状態
ネットワーク

マルチエージェント
システム

情報・エネルギー
効率等の社会シス
テム評価

細⽥⼀史
（⽣態/進化、⽣物物理学）

分⼦メカニズム
（細胞・分⼦動態）
を実験的⼿法に
より理解する。

⽯井浩⼆郎
（分⼦⽣物、細胞⽣物学）

⼈⼯ニューラル
ネットワーク

⼈⼯知能による⽣態系の
動態認識と操作
➡ ⽣体・情報ダイナミクス
とその操作法の理解。

中村 泰
（⼈⼯知能、機械学習）

①計算機上に仮想社会ネットワークを構築。
②⽣体と情報を繋ぐ分⼦通信の基盤開発。

中野 賢
（計算科学・分⼦通信）
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⽣物由来の素材で実現する新しいセンサネットワーク

⽣体内バイオセンサ
ネットワークの構築

CheA
CheW

CheA
CheW

CheA
CheW

Repellents

P
CheY

P

PP

Membrane receptors

Tumble

Flagellar motors CheYCheY

CheY
P

CheY

P

CheZ

⼤腸菌シグナル
伝達回路の改変

テトラヒメナの
運動性解析

数理モデル

数値シミュレー
ションの実⾏例

情報科学研究科
⻄尾 章治郎（教授）／原 隆浩（准教授）
細⽥ ⼀史（特任准教授）／岡家 豊（D1）

⽣命機能研究科
平岡 泰（教授）
中野 賢（特任准教授）
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最新状況
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本学位プログラム第⼆期選抜試験

情報科学
研究科

⽣命機能
研究科

基礎⼯学
研究科 総数

出願者数（願書受付2/24〜2/27） 15 12 4 31
書類選考合格者数（3/7発表） 15 12 4 31
選抜試験合格者数（3/13実施，3/18発表） 11 7 3 21

神⼾⼤学⼯学部

⼤阪⼤学基礎⼯学部より３年次⾶
級⼊学者
フィリピン デ・ラサール⼤学

コンピュータサイエンス学部
American University of Nigeria

コンピュータサイエンス学科
中国 ⼤連理⼯⼤学

ソフトウェア⼯学部
昨年(平成25年)度の履修説明会の様⼦

多様な合格者の内訳の特徴

他⼤学
出⾝者
4名

留学⽣3名
を含む


